
Present Perfect再 考

――Tenseと Phaseの関係よリーー

榎  茂

(1)

いわゆる伝統的な Prescript市 e Grammar(ぁ るいは Sch001 Grammar)

という立場か らみる時,一般に present perfectと 呼ばれる predicate verb

structure とその Structural meaning は極めて明確に規定され, 一見

疑間の余地はないように思える。すなわち,そ の形態は have(has)+past

participleで ぁり,そ の意味するところは,過去のある時に起 った動作が現

在「完了」 したこと,ま たその現在の「結果」を陳述するとか,過去のある

動作,状態が現在まで「継続」 しているとか,現在までにある動作,状態を

「 経験」 したことを示す,な どと。例えば Ho Sweetは 次のように述べてい

る。

The perfect therefOre expresses an occurrence which began in the

past and is connected with the present,either by actual continuance

up to the present tilne, ..。 , Or in its results,。 。。, its result―

namely `being here'― ―一一is felt to belong to the present。
1)

しかしよく考えてみると,こ れは過去の一定時より現在までの時間領域を

表現するのか,すなわち timeと の関係において捉えるのが本質的な意味に

1)H.Sweet,4」Ⅵ7%,E4g′グs力 Gγαπzα″(London:Oxford un市 ersity Press,
1891), p. 98.
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迫るものか,だ とすれば present tenseま たは past tenSeと の関係はどう

かという問題,あ るいは,そ の時間領域での動作の様態として捉えるべきな

のかというような問題を含んでいるように思える。端的に言えば, SWeetl)

や JeSpersen2)の いうような time distinctionの linguistic expressionと

しての tenseと ぃぅ categoryで論ぜられる問題なのか, あるいはむしろ`

aSpeCtの問題なのか,ま た Trager,Smithな どの言う phase3)と してみる

かという文法範疇の問題にまで拡大される問題である。この Categorization_

の問題は,形態と意味 との密接な 関係 の上で論じられるべきものであるのヽ

で,本稿では,こ の形態と意味との両面から特に present perfectが どのよ

うな Categoryに 属するのが妥当であると考えられるか,ま た,そ の本質的

な意味は何であるかを再考してみようと思う。勿論このような問題は他の形″

態,意味との対比によって初めて正しく位置ずけられるものであるが,こ こ

では必要最低限の範囲に限定して考えてみたいと思う。

(2)

従来伝統的に完了形は tenseの Categoryで 論 じられている。 例えば
‐

Sweet は present, preterite, future の Simple tenses と, perfect(=

preterite+present), pluperfect(=pre_preterite+preterite), future perfect

(=prC‐ futurettfuture)の  COmpound tenses に分け, `TheSe cOmpound

tenses combine present, past and future respectively with a tilne

anterior tO each of these periods。 '4)と 述べている。彼は tenseを innection

によって分ければ二つの tensesで あると認めなが らも,一つの直線上に示

1)Cfo SWeet,p。 97.

2)cf.0.Jespersen,4陥グιγπ EagJグ sλ Gγαttπαγ Ⅳ (COpenhagen:Einar
Munksgaard, 1949),p。  10

3)GoL.Trager,H.L.Smith,4η O″′グπθ 9/EngJグS力 Sγπ′%γι(Washington=
American Council of Leamed Societies,1957),p.78。

4)Sweet,p.98。
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される論理的な notiOnal timeを 設定し,そ の「時」または「時間域」を

表現する動詞の形態を tenseと みなすことに由来している。つまり tense

という Categoryを意味領域にかなり重点をおいて定義 していることによ

る。 `Tense is prilnarily the granllnatical expression of distinctions of

time。 '1)なのである。従って完了形も当然それなりの time distinctionを 表:

現するものという概念によるように思える。Jespersenも この点に関しては、

極めて類似した tenseの deinitiOnを 与えていることは前述した通りであ

る。例えば Will,shall等は本来 V01itionを表わすものであるとしながら,

それを future tenseと しないまでも future timeを 表わすとしているよう

である。また tense‐phraseと してやはり perfectと pluperfectの ように

完了形を tenseの Categoryに 加えている。従って現在完了を retrOspective

present とし, `it connects a past Occurrence with the present state as

having results Or consequences bearing on the present moment.'2)と 述 :

べているように,やはり timeを その意味の根底においているという印象を

免れ得ない。Curmeに しても `There are four absolute tenses(preSent,
past, present perfect, and future), WhiCh express tiine from the stand

point of the moment in which the speaker is speaking withouti

reference to some other act,and two relative tensese… '3)と 辺シベ, 1月:在

完了は timeを表現するものとしている。共通するところは,tenSeと ぃぅ

categoryを time distinctiOnを表わす形態とし,意味から Categoryを設

定している点にあると言える。従って一つの現在完了も,そ のような frame

から本質的意味が規定されて行くように思える。

一方,完了形は tenseと は別の Categoryと して一つの Categoryを設

定する方法もある。これは tenseを [timeと の関係とは全く別個に,つま

1)Sweet,p.97.

2)Jespersen, p。  60。

3)G.Curme,Sソπ′απ

354。

(MaruZen Asian Ed。 ,TokyO:Maruzen Co.Ltd.,1967),p_
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り意味を第二義的なものとして純粋に形態か ら規定 し,そ の後に意味的解釈

を試みるものである。SCientincな descriptive grammarを 標傍する主と

してアメリカ構造言語学が意味よりも形態か らとするのがそれである。

`To put it brieny, in human speech, di∬crent sounds have di∬ erent

meanings.'1)と  BlooHlfleldが 1言 う日寺, di∬ erent soundsは diferent forins

を意味 し,SCientinc precisionを狙 うな ら,明 らかに物理的に捉え得 る形

態を当面の対象とすることは当然と考え られる。夕1え ば J00Sが tenseを論

じるに当って,  `Forin always dominates in these discussions, and

lneanings are subordinated to forΠ l in the sequence of topics, though

with an occassional reversal for convenience。 '2)と 言 う時,両者の基本的

方法の相違を明 らかに見 るのである。従 って tenseと ぃう Categoryで は意

1味基準を一切排 し,finite verbの innectionのみによって規定する。 J00S

,は次のように定義する。

Now tense is our category in which a inite verb (non‐ ■nites can

haVe VOiCe and aspect and phase, but not tense)iS either marked

with _ ]D or lacks that markere  Then by deflnition therc can be

only two tenses。
3)

:更 に Francisは 次のように述べている。

AH English verbs except a few auxiliaries (θπg力′, ′7“sι) have

two tenses, the coIIllnon tense (usuany Called the Present)and the

paSt(Or preterit)tenseo These are forrrlany distinguished by inflec‐

tionso The past‐ tense fornl consists of the base+the in■ ectional sumx

{一
一θグ1};the COmmon‐ tense forms are the base alone and the third―

1)Leonald Bloornield, Lα ′zgaαgθ (New York:Holt,Rinehart and Vヽinston,

1933), p. 27.

2)ヽlartin JOOS,r力ι Eπg′グsカ レυγb(MilWaukee,The University of rヽisconsin

Press,1964),p.120。

13)Joos, p。  120.
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singular(baSe+{一 Sl).1)                             i

JeSpersenが未来域を考えながらも一般の tense systemの future tense

として扱われる shall,willを tenseと して認めることを避け,別個に扱っ,

たのは秀れた洞察であったが, このように tenseを考えれば簡単に割り切 !

れてしまう。つまり Shallノ shOuld,wil1/wouldと いう formの diChOtomy

として認め,そ の表わす意味は次の問題として処置すればよいのである。

(夕1え ば Modal Auxiliariesと しての意味を考えるなど。)

さてこのように iniectiOnと いう純粋に morphemic distinctionに よっ

て認められる二つの tensesも 記述の方法として理解出来るが, その意味を

考えねば言語の形骸化に過ぎず,特に言語学習の立場からはその科学的方法‐

も意味を失ってしまう。`To study this co‐ ordinatiOn of certain sounds

with certain meanings is tO study language。
2)な
のである。そこでその1

意味を考える時,全 く timeと は別個のものかと言えば決してそうでなくか

なり密接な関係にあることは否定出来ない。問題から逸れぬために簡単に言

えば,Modal Auxiliariesゃ M00dの問題を除けば past tenseは発話の1

瞬間に何等の 関係 をもたない過去 の動作, 状態を示すのであり, presenti

tenseはそれ以外の事実,動作,状態を表わすと言うことが出来る。

Strangは `ThOugh often caned present, this can best be characterised

negatively―it is the fOrm used Ⅵァhen there is no positive reason for

the use of the past, or the subjunctive, or any complex conjugational

form.,3)と ,さ ′ヾている。 碑室か |こ present tense は nOn_past tense, neutral

tense,あ るいは COmmOn tenseな どと呼ばれ,past tenseが past time

eventに referす る程 iこ present time eventに referし ないことも事実で

1)Ⅵ「。Nelson Francis, r力 θ sノγπθノπγθ θ/4π θγグθαη Eηノグs力 (New York:The、
Ronald Press Colrlpany, 1958),p.332.

2)Bloom■ eld,p.27.

3)Barbara NI.H.Stiang,■ うグθγπ Eπノ /tiSλ  Sノγπθノπγθ,2nd ed。 (London:Edwardl
Arnold,1968),p.144。
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あるが,past tenseが past time sphere(又 は poinつ を表わす以上,そ

ういう意味で意味の上から二つの tensesを区別するものはやはり本質的に

timeの 区別と考えてよいのではなかろうか。J00Sは timeの概念を一切

はずし,用語も marked tenseを remOte tense,unmarked tcnseを actual

tenseと してぃる。彼によれば `The mOdern English remote tense has

the categorical meaning that ′乃θ ″げCγθπ′ (what iS Specined by the

subject‐verb partnership)iS absent frOm that part of the real world

where the verb is being spoken。 '1)である。いわゆる M00d,Auxiliaries

などを unrealityと し,それに対する real worldを設定し,そ こで特に

actualと ぃぅ名実を伴う概念を導入した秀れた試みであろう。事実 present

tenseは timeを殆ど意識することなく用いられるし,特に `Nothin'pleases

me more than a joke that's funny。 '(To Williams, Cα ′ θπ α 〃θ′ 7グπ

RθQF), `It takes money to take care of a drinker.'(Ibid・ ),`Silence about

a thing just magnines it。 '(Ibid・)等は timeless sね tementな どと言

われるように時間域に関係ない。 しかし完了形, 進行形等を構成する ■rst

constituentの in■ectionも 同様に考えるのか,ま たこういう意味と完了形

自身の全体としてもつ意味との関連でどう捉えればよいであろうか。

今迄完了形 の問題 に入る前 にどうしても通 らねばならぬ問題 として,

tenseと いう categoryの形態と意味に対する二つの approachを 概略して

来た。完了形を論じるに当っていずれの立場を取るべきかは,こ の完了形の

■rst constituentへ の配慮と全体としての意味の上から決定されるべきであ

ろう。

(3)

ここ
=ご
Tenseと いう category lこ丈lI夕 る三二。つの)approach と categorical

meaningを 考慮 しなが ら, perfectは tense category と澤夕える′ヾきか, 男J

1)JOOS, p. 121.
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個 の CategOryと 考えるべきかを考察せねばならない。結論的に言えば,や

はり Tenseは in■ectionに よる二つの tensesに 限定し,past timeに 対
‐
する nOn_past timeと ぃぅ CategOrical meaningを 考えてはどうであろう

か。更に perfectに関しては Tense categoryと して考 えるよりは別の

「相」としての CategOryを認め,一般に Aspectと考えられるものと区別

するために Trager,smithの 言う Phaseと 言う CategOryを 設定する。つ

まり「相」といぅ categoryを認め,Phaseと Aspectを その Sub‐category

,と するのが妥当ではないかと思うのである。

例えば次のような文を考えてみる。

They're playing crOqueto The moon has appearedl)and it's white,

just beginning to turn a little bit yeHow .… 。 (′r. 、v., Cα′.)

ac b.

10  (′
「
he m00n) appears.   has appeared.

2.  (′ rhe m。。n) appeared.  had appeared.

上の例文の下線部に対して選ばれ得る predicateは 1.bしか考えられな
|い。In■ectiOnに よる区別を tenseと考えれば, 1.a と 1。 b の ■rst
・constituent は同じ tenseである。従って tenseと ぃぅ意味ではその意味

も同じである。 secOnd cOnstituentの in■ectiOnは nOn_flnite verbであ

るから tenseと して問題にならない。しかし実際に上文で 1。 aでなくて 1。

bが選ばれると言うことは have+vD2と言う Verb COnstruction の形態
上の相異,つまり tenseと ぃぅ category以外 の要素及 びそれのもつ意
`味が加わるからである。 従って 当然形態 のみからみて も tenseと は別の
。categoryの 設定が必要である。先に tenseは意味上本質的にやはり time

の区別 を表 わすのではなかろうかと述 べ たが,`has appeared'の ■rst

iconstituent が non‐ past tense で 2ち ることは nOn‐past tiine sphere を」や

tは り表わすことになる。しかし,そ の Verb constructionが 異なるのであ

1)下線は筆者による。
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るからそれに伴う別の Categorical meaningを 当然もつと考えられるし,

それが perfectの本質的な意味に迫るものである。そこで present perfeCt

に限定してみる。

一般にりj確な timeは 副詞によって表わされるので predicate verb form

も timeに 関係をもつとすれば百」詞からその性格がある程度規定出来る
1)。

今かりに Cα′θπ α〃θ′ππ Rθθ√(T.Williams)及 び Bγθαカル S′ α′2ノαり 'S

(To Capote)に 見 られる81個の present perfectの 用例 (単文及び複文にお

ける主衝jのみ)の内,timeを 実際に表わすもの,及びそれを implyす る頻

度を示すものの数を見ると, これらの副詞を伴うもの36例 (45。 6%)2),伴な

わないもの45例 (54。 3%)で あって必らずしも百」詞からその性格を規定する

には充分と言えないかも知れない。これらの百」詞は明らかにある特定の期間
・

を示すもの13例 (36.1%,fOr ifteen years,over two ycars,for the past

ive yearsな ど),あ るり明間を suggestす るもの 18例 (50%, by nOW,

since,lately,及 び frequercyを 示す alwayS,SO many times,ncverな

ど),その他 nOw,whenな どを伴うもの 5例 (13.9%)である。従って明|

らかに過去を示す副詞を伴なわないということが言えるが, これは完了形の

■rst constitnent が non… past tense, っ J:り  nOn_past tilne sphereを 示す

という事実に他ならない。それ以上の完了形としての特性を示すのは,こ れ

が「ある

'明

間」 (a certain period)を implyす るということであるが ,

present perfectの 45。 6%か ら言えることであってそれで全体を coVerす る

に充分とは言えない。従って更にSituationの 中での Semanticな apprOach

も必要である。

1)大田朗氏は 7ンηSθ απグ スψθθノθ/P'´θSθκたDαyん ηθttθαη E′ばJグ sん (TokyO.
Kenkyusha,1963)に て副詞の種類と動詞との CO‐ OCCurrenceか ら計量的な数値

でもって各
アヽerb constructionの本質的な意味に迫ろうとする科学的な unique

な apprOachを 示されている。

2)太田氏の統計では823の present perfectの 内,time及び frequency indicators

と共に起るものは253(30.7%)で ある。 (Ibid。 ,p.43)
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A.A.Hillは sweetの `COntinuance'(cOntinuing resultsを 含めて)の i

概念を `I have read that book twenty tilnes but l am not reading it

nOW'等 の例 をあげて `the accepted analysis'で あるが `not Strictly

accurate'だ と批半」している
1)。

その代 りに彼は二つの Semantic component

つまり nOn_past actiOnと completenessを 認めて `The completeness,

hOwever, is tO be associated Only with the past participle, and non‐

past component only with the non― past ttst verb, 力αυθ.'2)と 述べているも,

しかし `I have cOlme to see you three times this weak。 '6D伊 1で の)nOn_

past actiOn とはどぅであろうか。 Fries は `have' が past participle と一一

糸考にたミっ
ν
で `functiOn wOrd for the expression of cOmpleted action' Iこ

なっているとする
3)。
Hillは更に `I have been hungry all day.'で のヽ

completeness とぃぅことを 説明 して,`Completeness, however,is still

there, thOugh it is now translated from the action to the period of

tilrle' とし,`.… it is this periOd which is co]mplete'と して:い る
4)。

メモ田氏iは  `Perfect fOrms indicate the occurrence of an action or the・

existence of a state within or fOr a period of tiine stretching back

intO sOme earlier tilne. In the case of present perfect, one end of the

period is the l■ Oment of speaking.'5)と されている。 確か |こ JeSpersenが

retrospect市e present とも云 っているように,moment of speakingを 基

準にして a period of timeを 表わすとも言えるし,COmpletenessと いう

ことも理解出来 るが, simple pastま た nOn_past tenseも ある意味 で

∞mpletenessの COmponentを含むので今一つ他により積極的な意義を求

1)A.A.Hill, 五ηル́θグπθ′グθπ ノθ ニグ,zgπグsノグθ Sγ %θノπγθ(New York: HarcOurt,
Brace&world lnc。, 1958),p.212.

2)Hill,p.212.

3)C.C.Fries,42ιγ′θαπ 醜 』た力 G夕′απttαγ(TokyOo Maruzen Asian Edition,
1966), p. 194.

4)Hill,p.213。

5)Ota,p.118.
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めることは出来ないであろうか。

前述したように Hillが `it(=COmpleteness)1)iS nOw translated from

the actiOn tO the period of time'と 述べているが,こ の点こそ注目すべき

であるように思う。ただこの場合 `period of time'よ りもむしろ `the state'

とすべきではなかろうか。つまり,あ る actionがあり,それが必然的に伴

なう状態へと意識が `tranSlate'(移 行)さ れる所にその本質的意味を求めるこ

とが出来,そ ういう状態へと意識を移行させるその「行為」をperfect form

で示すのではなかろうか。細江逸記氏が「present perfectな るものは『確認

確述』の語形であると言はんと欲する」
2)と
されたのはある状態 へ導くその

行為を確認するという意味であり鋭い洞察であると思われる。具体例を見て

みる。

The moon tts ″ θα″θグ and it's white, just beginning to turn a

little bit yenow.(cα′。,p。 24)

I'υθググsιθυ″′ご with deaf people the thing to do is not shout at them

but just enunciate clearly。 (CαJ。 , p。 36)

It's peculiaro A very peculiar thing力 αs力αククθπθご0(Bγθαルバαs′。, p. 10)

Anyway,she's gθ %θ.(BγιαげαS′。,p。 14)

That's funny.He's ω″グ′′θπ an awfu1 lot of radio stur.(BγθαげαS′ 0,

p.21)

これ らの例文 で appear, discover, happen, go, write lま それぞれある

action(event)で ある。 しかし各 perfect formが意味するものは,その

aCtiOnに伴なう erectを意味 している。 つまり,「月が出る」 と い う

actionは必然的に「明るくなった」という状態を伴なっている。 deaf people

について「発見 した」 ことが必然的にだから「知っている」 という状態を ,

「書いた」だか ら「もっている」という状態を伴なう。 だか ら perfect formは

こういう行為に伴なう State(erect)を 意味するものであり,そ ういう erect

を引き起す act(eVent)を perfect formで 表現 していると考えることが

1)( )は筆者による,
2)細江逸記,「動詞時制の研究」 8版 (東京・泰文堂,昭和30年 ),p。 78.
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出来る。このように perfectは act(event)と State(erecっ との二つの
‐
面からなっている所にその特質を見ることが出来るのではなかろうか。

J00Sの説明によれば,`He came'と いぅ行為の SimultaneouS efectは

`He is seen'で ぁり,immediate(又 は delayed)erectは `He is here'で

ある。完了形の意味するところは, つまり話者 の意識 はこの immediate

ereCtに おかれるが,そ の erectを もたらす行為はその efectの 為にある

とし,`.…  the perfect phasel)lneans that the event is%θ ′解θ%′グθ%θαノθ″

J′S[θωπ sα力θ but for the sake of its consequenceso The perfect phase

has remOved our attention from the event which it itself presents,

and has relocated Our attentiOn on the subsequent opporttnitties for

.events...'2)と 述べている。The moon appears。 であっても The mOon

iappeared.で ぁってもその eventは completeで もあり,確認でもあるが ,

その erectに 言及するものではない。 The moon has appeared.で あって

子はじめて eventと erectが表現される。

一般に perfectの意味を「完了」,「結果」,「継続」,「経験」と細分し

て述べ られるが,こ れらは COnteXtの 中の前後関係から知られるものであ

り,ま た「完了」 という時は act,eVentそ れ 自身 に関するものであり,

「結果」,「継続」,「経験」は eventに 伴う erectに ついて述べられるも

のであり,「結果」はそれ自体時間的継続性を implyし ,「経験」は過去

,の行為を implyす る。従ってこのように分けることは様々な問題を含むの

で妥当な説明とは云えないであろう。例えば次の例も Situationの 助けがな

ければ結果,完了,継続,経験のいずれか断定出来ない。

We'υθ sグη′%′θグby mutual agreement。 (3″″りαS′・,p.34)

I'υθ′力θπg力′lnaybe after the war,Fred and― 。(B″ιαた∫αS′。,p。 36)

1)`Phase'は Trager,Smithに よって用
principal effects are in phase with each

から借用 した termin01ogyと して JOOS

.2)JOos, p。  140。

いられているが, `the Cause and the

other' とぃう electrical circuit theory

は説明している。(J00S,p.139)
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しかし separateと か thinkと ぃう actの erectと して例えば「一緒に居
¨

ない」ということは意味されている。またたとえ aCtiOn verbで なくても例:

ぇば `I'υθ bθθκ so God damn disgustingly poor an my lifel'(CL″・,p。 41)

であっても,`became poor'と ぃう eventに 伴ない `be poor'と いうeFeCt

を意味している。また Hillの `I力αυθ γθαグthat book twenty times but

l am not reading it now'の 例も,`read'と いうaCtに料生ない,だから`I knOw'

とぃぅ erectを 意味しており `I am not reading it now'と 抵触すること

はない。`I met him before'も `met'と いうactに 必然的に伴なう `I knOW

him'と いう erectが考えられるが,その erectを 表現するためには J00S

の1云 うように `the perfect phase means that the event is ηθJ 2,Zθ″グθπθグ

∫″ グ′S mtt sα力θ but for the sake of its consequences' だから `I have

met him before'と 表現されるべきである。

以上のように考えれば少くとも本質的に timeの概念を伴なわないのであ

るから,た とえ過去 を表 わす冨」詞と共に用いられることがあっても,そ の

efeCtの 故に述べられるのであれば矛盾しないし,ま た Subordinate clause

にあっても同様と考えられる。Π忙,前述したように pressnt perfectの 場合"
その ■rst constituentが non‐ past tenseで あるという意味で past tense

と区別されねばならないし,従 って nOn‐ past time sphere(必 らずしも現 _

在のみに限らない)における erectに 言及するものでなければならない。

次のような場合でもその意味で perfect formが 認容できる。

I need not swear to that oath, for l ttα υθ sa,θ″π it long ago.

(Kingsley, Westward Hol, XXVI.)1)

。。。 noⅥ″ that you'υ θ ′θs′  the game, 。.。 , you have that rare sort of・

charIIl.…  (Cα′。,p.24)

I an■  always drawn back to places where l ttα υθ ′グυθグ, the housest.

and their neighborhoods。 (3″θαカメαS′。, p. 9)
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When you ttαυθ sグ gπθグ the cheque, I win hand yOu the letter.1)

(4)

今迄述べて来たことを要約してみると次のように言える。完了形は本質的

4こ eventと それに伴なう e∬ ect,別 の言い方をすればある行為からそれに附

‐随して生じる状態へと話者が意識を移行するという二つの面から把握される

べき性質のものであり,こ れらは相互にある phaseを成していると考えら

れる。しかしその行為または出来事そのものはperfect formと して表現され

るが,そ の意味する所はそれの伴なう erectを 表現すると解すべきである。

従って「時間」としてよりも,む しろ「相」として把えるべきと考える方が

妥当ではなかろうか。Sweetゃ JeSpersenは 時の概念にとらわれすぎてい

る点で,ま た Hillや Friesの `COmpleteness'と いう Semantic component,

また太田氏の言われる `period'と ぃう essential semantic componentも ,

前者は `I iniShed it'な ども COmpletenessでぁる点で,後者は科学的で

、あるが Verbal COntextの みに限定されているのでやや消極的な規定の仕方

により, これらよりむしろ Joosの言う pllaSeと して eVent(cause)と

lereCtの 関係で捉え,そ の erectの 故に eventを perfect formで表現す

ると見倣すのが一番よくこの特性を明らかにするように思えるのである。更

1に この COnstruction c) ■rst constituent が past tense ぶと∂ヾ nOn‐ past

tenseを示すという tense indicatorと しての functionを 見逃すことは出

来ない。tenseを iniectionの みに限定して考えるか,nOtional timeを 基

:準にして考えるかは個々の立場の問題であるが,一応形態を優先する立場を

とりたいと思う。その場合,単なる iniectionの 区別 と考えず,やはりそ

卜の意味として基本的には time distinctionを 考えざるを得ない。とすれば

imarked は past tilne sphere を unmarked は nOn_past tilne sphere lこ

1)JeSpersen,EssθηノグαJs θ/Eπg′お力 Gγαππα″(London:George Allen&
Unwin Ltd。 ,1933),p.246.
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referす ると考えられるので,そ の点 present perfectと past perfectを 意

味上からも区別するので,perfect fomが timeと は全く無関係であると

は言うことが出来ず,Supplemenね ry semantic componentと してそれを考

えねばならない。しかしいずれにしても perfect(phaSeと 呼ぶにしても)

としての形態的特長を備え,そ の意味的特長も明らかである以上,tenseと

いう Categoryと は別個の「相」として例えば Phaseと呼ぶような category

の中で論じられるべき問題であると思うのである。




